























(GLOBAL MARITIME DISTRESS 
ND SAFETY 
A-
SYSTEM)と呼ばれ10年に
も及ぶ国際的な審議の末， 1988年のSOLAS
条約の改正によって段階的導入が決定された。
そこで，今世紀末には過去のものとして消えて
ゆくことになる遭難通信を支えてきた無線機器
群を，多少性急ではあるが記録に留めておくべ
きだと一方的に考えて数回の紙面をさかせてい
番外編
れる
るので，
(5) 
ただくこととした。
前書きが長くなったが，今回，第一に紹介す
るのは，警急自動受信装置 (AUTO
A2A, 
ALARM) 
である。昭和45年製造のもので，同種の装置は
現在も使用されている。当時，海上労働界にも
省力化の嵐が吹きはじめ，遠洋航路の船舶でも
通信士による無休執務体制が崩れていった。こ
の装置は無当直の時間帯に打電される遭難通信
を聞き洩らさないように，法律によって船舶に
設置を強制されていた受信機である。遭難船は，
百を打電する前に，
秒の間隔を有する 4秒のダッシュ 12線で椰成さ
500 kHzで 1
を発射することになっている。こ
の送信はかなり不正確でもよいことになってい
この受信機は不正確な信号によっても
動作しなければならない一方，警急信号でない
信号によっては誤動作をしてはならない。この
ファジ一度を郵政省の厳重な検定によってチェ
ックされるのであるが，誤動作試験のために課
される実動試験が 500時間と検定規則に定めら
れていることからも，この受信機の重要性が窺
える。当時この検定に合格した受信機は， この
装置を含めて四機種しかなかった。この装置が
動作すると，船長室，通信長室，無線室のベル
がいっせいに鳴り出し，無線室に設置されてい
る本体でリセットしなければ停止できないよう
になっているから，休息中の通信士を無線室に
誘導することになり，このタイミング (2分）
に百6豆を打電すれば遭難通信が確実に受信さ
れる。この受信機は，昼間 280Km以上の遠方か
ら送信される微弱な警急信号によっても動作す
ることができ，世界中の船員が命を託していた
装置なのである。
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